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県立厚生病院提供給食での異物混入の発生について 

令和7年1月23日 

病院局総務課 

 

 令和7年1月18日（土）夜に県立厚生病院（倉吉市東昭和町）で提供した病院給食の一部に異物（金属片）

が混入していたことがわかりました。 

 なお、詳細は以下のとおりで、本件による健康被害はないことを確認しています。 

 

１ 事案の概要 

（１）事案の発生日時等   

令和7年1月18日（土）午後6時30分頃に給食（夕食）を食べた患者1名より異物混入の申し出があっ

たことにより事案を認識 

（２）異物の内容  

   大きさ長さ20ミリメートル幅2ミリメートル程度の金属片一片 

（副菜（長芋の千切り）の中に混入） 

（３）異物の混入の原因 

   院内厨房で使用する器具（卓上野菜調理器（野菜カッター）W360×D645×H465mm）の蓋に欠損部が

あり、混入物と大きさ、形状が一致すること、また該当の副菜の調理にこの器具の使用を確認したこ

とから、調理中に混入したものと特定。なお、当該器具使用の際、脱着式の回転刃の装着が不完全で

器具の筐体と接触したことで、欠損が生じたと考えられる。 

（４）健康被害等 

   現時点で給食提供者（全198名）に健康被害はない。 

 

２ 事案発生後の対応 

（１）給食喫食者への被害確認 

   事案判明直後、給食喫食者全員に被害の有無を聞き取りし、全員に異常がないことを確認 

（異物混入の申し出のあった方には病院から謝罪し理解を得た。） 

（２）保健所への報告 

   事案概要を1月19日に報告済み 

（３）給食提供の状況 

   健康被害がないこと、原因が特定できたことから翌日（1月19日（日））朝より給食を提供 

（４）再発防止策 

   異物の元となった器具（卓上野菜調理器 H28購入）の使用を停止し、当面の間、手作業で野菜調理

を行うこととした。 

また、当該調理器具の使用に際して調理員（委託職員）の操作上の不注意が原因と考えられること

から、給食提供の委託業者（日清医療食品株式会社（本社：東京都））に対して、従事職員への早急な

調理器具全般の操作の慣熟研修の実施を指示した。 

 


